



On the Methods of Prevention of Silk. from Brnwning 
Uichiro MIY AOKA. Tooru SHIMIZU 
The degummed silk has a tendency to browning. 
This comes frum the active character of amino and hydroxyl groups in the fibre. Hence 
it can be considered that the browning may be prevented by the locking of these groups 
or the isolation of fibre from air and moisture. 
On thisoobject we have examined acetylation， formalisation and resin finishing as such 
treatment for si1kfibre. 
























試料を約 19r 三角瓶に入れ 75%アルコール 10c.c.~加え 50--600Cで t/2 時間置く。
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実 験 結 果
実験結果は1.2. 3，表。如くである。
第一表 絹の無水酢酸によるアセチーノレ化
7 8 9 原布
， 一一一 一一 一一一一一
処理法区別気相法 N Y N N N タ 。 液相法
処理温度。CI 30土2 N N N I 70土2! N /1 月Y 125 
処理時間 hr 3}i 7 1巧 24 3 7 12 ~ 
宜量増減% -0.9 -2.1 --0 7 +0.5 +0.6 +1. 7 -3.1 十1.9
アセチルイヒ度指 1.9 3.6 2.2 4.4 6.8 6.8 lI. 7 
Jt強度% 80 89 101 87 80 87 43 100 
乾燥伸度% 15.6 14.8 11.2 13.9 14.6 15.6 15.0 12.3 12.0 18.8 
紫白外さ線の照順射位後の s 2 7 4 3 酢淡赤化色で 楼酢描化色で 黄酔化色で 6 
第二表 絹のフォルマリンによるフオルマ円Jレ化
2 原布 l
処理温度。c 25土2 I1 70土21 ~ I1 月 96土 1I 99士1105土 1
処理時間hrI 3 24 ~ 1 .1 3110 I ~ 3 
宣量増加が +0.4 +0.4 -3.71 +1.11 +1.21 +2.01 +0.11 +1.21 +1.6 
比強度% 104.3 101. 7 99.2 99.2 100.4' 99.2 90・2 1 ∞ 99・2
イ申 度 % 19 5 19.3 17.0 





















































































































































??? ??? ??? ?
6 10 I 8 
6 I 7 
キ 浸漬i夜中盤}I:漂白剤チノパ-)l:を加えたもの。 7は o.Ig/L.13は O.5g/L.14は硫階アルミ二ユーム
及びチノパー)f...O.Ig/Lを加えた口
実験結果の考察
1 絹はアセチーJレ化によって強件度を著しく減退する。相変防止に就いては殆んど効果がないといっ
て良い口りみたら守、その方法によっては却って生地そのものが着色する。
2 之に反し絹のフυレマー Jレ化は絹変防Jl:に稿k有効であり，処理によって強力には殆んど影響なく，
仲度が柏、増加する傾向にある。
3 尿素フォルマリン樹脂加工で、は低濃度の樹脂液を使用すれば柏福変を防止し得る。 との際強力，伸
度共多少増加するD 然しとの加工により絹は繊維特有の光沢及び、絹鳴を失う。
4 要するに絹の褐疫を防止ーする目的をもって行ったとD実験はフりレマール化及び樹脂加工によって
柏効果を見るが，黙しその効果は実用化には遥かに及ばないロ
本研究は日本学術振興会の援助を得て行ったロ附記して謝意を表する。
